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※ 次回の「弘法さん」縁日は１０月７日 (水 ) です。
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ま
だ
ま
だ
暑
い

日
が
続
き
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
や
熱
中
症
に
気

を
つ
け
て
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
三
河
新
四
国
八
十
八

ヶ
所
霊
場
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
月
は
高
名
な
豊
川
稲
荷
を
参
拝
し

ま
す
。

★
豊
川
稲
荷
の
妙
厳
寺

   

三
十
九
番
・
四
十
番
か
ら
南
へ
約
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
進
む
と
大
伽
藍
が
目
に
入
っ
て
き

ま
す
。
別
格
霊
場
、
圓
福
山
妙
厳
寺
。
豊
川

稲
荷
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

曹
洞
宗
の
名
刹
で
す
。

   

日
本
三
大
稲
荷
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
今
も

門
前
町
が
健
在
。
広
大
な
敷
地
に
百
余
の
堂

宇
が
並
ぶ
大
伽
藍
で
す
。

   

一
四
四
一
年
（
嘉
吉
元
年
）
、
曹
洞
宗
法

王
派
（
寒
巌
派
）
の
東
海
義
易
が
開
創
。

   

境
内
に
祀
ら
れ
る
秘
仏
、
豊
川
吒
枳
尼
真

天
（
だ
き
に
し
ん
て
ん
）
。
白
狐
の
背
に
乗

り
、
宝
珠
を
手
に
稲
穂
を
担
い
で
岩
の
上
を

飛
ぶ
天
女
の
姿
か
ら
豊
川
稲
荷
の
名
で
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

   

東
海
義
易
は
幼
名
岩
千
代
。
九
歳
の
時
に

曹
洞
宗
法
王
派
五
世
の
華
蔵
義
曇
に
入
門
。

   

そ
の
弟
子
、
寒
巌
義
尹
（
法
王
派
法
祖
）

が
入
宋
。
一
二
六
七
年
（
文
永
四
年
）
、
日

本
へ
の
帰
路
に
加
護
を
受
け
た
吒
枳
尼
天
を

護
法
神
と
し
て
尊
崇
。

   

そ
の
後
、
寒
巌
の
六
代
目
法
孫
に
あ
た
る

東
海
義
易
が
妙
厳
寺
開
創
に
際
し
、
寒
巌
自

作
の
吒
枳
尼
天
像
を
山
門
の
鎮
守
と
し
て
奉

安
。
豊
川
稲
荷
の
誕
生
で
す
。

   

妙
厳
寺
開
創
時
に
平
八
郎
と
名
乗
る
翁
に

化
け
た
狐
が
寺
男
と
し
て
義
易
に
仕
え
、
義

易
入
寂
後
は
愛
用
の
釜
を
遺
し
て
忽
然
と
姿

を
消
し
た
と
い
う
話
が
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の

釜
は
本
殿
奥
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

   
戦
国
時
代
に
は
、
今
川
義
元
が
伽
藍
を
整

備
。
義
元
寄
進
の
山
門
が
今
も
残
り
ま
す
。

   

織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、
九

鬼
嘉
隆
な
ど
、
多
く
の
戦
国
武
将
が
豊
川
稲

荷
を
庇
護
。
江
戸
時
代
に
は
大
岡
忠
相
や
渡

辺
崋
山
も
帰
依
し
、
一
八
二
八
年
（
文
政
十

一
年
）
に
は
大
岡
邸
の
一
角
に
江
戸
参
詣
所

（
東
京
別
院
）
が
創
建
さ
れ
、
今
日
の
赤
坂

見
附
豊
川
稲
荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

一
八
七
一
年
（
明
治
四
年
）
、
神
仏
分
離

令
が
妙
厳
寺
に
も
及
び
ま
し
た
が
、
翌
年
に

は
稲
荷
堂
を
そ
の
ま
ま
寺
院
鎮
守
と
し
て
祀

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
、

境
内
参
道
に
立
ち
並
ん
で
い
た
鳥
居
は
撤
去

さ
れ
、
豊
川
稲
荷
の
呼
称
も
使
わ
れ
な
く
な

り
、
以
降
は
豊
川
吒
枳
尼
真
天
と
号
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

   

し
か
し
、
間
も
な
く
通
称
と
し
て
豊
川
稲

荷
と
呼
ぶ
こ
と
が
復
活
。
江
戸
時
代
に
参
詣

目
印
に
東
海
道
に
建
立
さ
れ
た
石
鳥
居
が
一

九
三
〇
年
（
昭
和
五
年
）
に
境
内
に
移
設
さ

れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

   

江
戸
時
代
に
全
国
の
寺
社
に
吒
枳
尼
天
を

勧
請
し
て
い
た
愛
染
寺
（
伏
見
稲
荷
本
願
所
）

が
廃
寺
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
以
降

は
豊
川
稲
荷
が
寺
院
へ
の
吒
枳
尼
天
勧
請
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

ご
本
尊
（
別
格
霊
場
）
千
手
観
音

　
　

ご
本
尊
（
豊
川
閣
）
吒
枳
尼
天

　
　

ご
詠
歌

円
福
に 

稲
を
せ
お
い
し
御
す
が
た
は

め
ぐ
り
て
祈
る 

心
に
ぞ
知

★
大
亀
由
来
の
寿
命
院

   
豊
川
稲
荷
か
ら
さ
ら
に
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
東
進
し
、
名
鉄
豊
川
稲
荷
駅
と
Ｊ
Ｒ
飯
田

線
を
越
え
、
さ
ら
に
国
道
一
五
五
線
を
横
切

る
と
、
姫
街
道
沿
い
に
四
十
一
番
、
松
亀
山

寿
命
院
が
あ
り
ま
す
。
三
河
新
四
国
最
東
端

の
霊
場
で
あ
り
、
真
言
宗
醍
醐
派
の
お
寺
で

す
。

   

当
地
は
豊
川
の
川
岸
。
松
の
大
木
の
根
元

に
大
亀
が
い
る
の
を
見
た
尊
聖
上
人
が
一
四

二
八
年
（
正
長
元
年
）
に
松
亀
山
と
号
し
て

開
創
し
ま
し
た
。

   

四
十
二
番
は
山
内
に
あ
る
仏
木
殿
で
す
。

　
　

ご
本
尊
（
四
十
一
番
）
不
動
明
王

　
　

ご
本
尊
（
四
十
二
番
）
弘
法
大
師

　
　

ご
詠
歌

こ
と
ぶ
き
の 

命
守
り
し
不
動
尊

恵
み
は
ひ
ろ
き 

松
の
亀
山

★
三
河
国
二
葉
松
の
徳
宝
院

   

四
十
一
・
四
十
二
番
か
ら
国
道
一
五
五
線

を
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
下
、
城
下
交
差
点

を
右
折
し
て
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
を
横
切
っ
て
牛
久

保
に
行
く
と
、
四
十
三
番
、
宮
嶋
山
徳
宝
院

が
あ
り
ま
す
。
真
言
宗
の
お
寺
で
す
。

   

一
五
六
〇
年
（
永
禄
三
年
）
、
牛
久
保
城

主
小
笠
原
佐
渡
守
が
城
の
鬼
門
の
方
角
（
戌

亥
＝
北
西
）
に
祈
願
所
堂
宇
を
建
立
し
た
の

が
当
寺
の
始
ま
り
。

   

ご
本
尊
は
一
三
九
五
年
（
応
永
二
年
）
に

作
ら
れ
た
不
動
明
王
。

   

寺
宝
に
三
河
国
二
葉
松
と
い
う
古
門
書
が

あ
る
そ
う
で
す
。
天
正
年
間
（
一
七
三
六
～

一
七
四
一
年
）
に
佐
野
監
物
住
職
が
作
成
し

た
も
の
で
、
三
河
地
方
の
地
誌
、
城
郭
、
寺

社
仏
閣
、
古
墳
な
ど
を
詳
し
く
書
き
残
し
た

貴
重
な
郷
土
資
料
。
是
非
拝
見
し
た
い
も
の

で
す
。

   

四
十
四
番
は
本
堂
の
左
奥
に
あ
る
清
龍
殿

で
す
。

　
　

ご
本
尊
（
四
十
三
番
）
不
動
明
王

　
　

ご
本
尊
（
四
十
四
番
）

三
宝
荒
神
、
清
龍
権
現

　
　

ご
詠
歌詣

る
よ
り 

頼
み
を
か
く
る
宮
嶋
の

法
の
光
に 

あ
う
ぞ
う
れ
し
き

★
子
安
弘
法
の
金
剛
寺

   

来
月
か
ら
蒲
郡
市
に
入
り
ま
す
。
ま
ず
は

三
谷
温
泉
の
山
上
に
そ
び
え
る
子
安
弘
法
で

有
名
な
弘
法
山
金
剛
寺
。
新
幹
線
か
ら
も
見

え
る
子
安
弘
法
。
乞
ご
期
待
。

   


